
　　　自治基本条例の制定や(仮称)地域まちづくり 　　3月議会の総務常任委員会では、本委員会が所

　　推進条例の制定、デマンド型交通システム実証 　管する部署の事業に対する予算案について審議し

　　実験、そして社会資本マネジメント推進事業に 　ました。予算審議の中で、自治会集会所建設補助

　　は、「自治体と住民の関係を再構築する」とい 　事業について、1ヶ所の自治会集会所建設計画が、

　　う意識に基づいた取組みが必要だと考えていま 　現在都市公園として使用している土地の一部に建

　　す。キーワードは「住民自治」です。住民住民住民住民のののの手手手手 　設を予定していることが明らかになりました。

　　でまちづくりをでまちづくりをでまちづくりをでまちづくりを進進進進めるためのめるためのめるためのめるための手段手段手段手段、、、、ルールルールルールルールをををを行行行行 　　自治会集会所建設補助事業とは、コミュニティ

　　政政政政がつくりがつくりがつくりがつくり、、、、住民住民住民住民がががが自自自自らららら積極的積極的積極的積極的にににに地域地域地域地域のののの特色特色特色特色にににに 　　　　活動に大きな役割を果たす自治会集会所施設の新

　　合合合合わせたまちづくりをしていくというわせたまちづくりをしていくというわせたまちづくりをしていくというわせたまちづくりをしていくという共通共通共通共通のののの理理理理 　築に対して補助金を交付する事業です。

　　念念念念にににに基基基基づいてづいてづいてづいて進進進進めることでめることでめることでめることで効果的効果的効果的効果的なななな事業事業事業事業になるになるになるになる 　　私は、都市公園用地を別の使途で使用すること

　　と考え、取組み状況や事業を進める上での考え 　は、本来の趣旨からも馴染まず、川越市内の公園

　　方について質疑を行いました。 　面積が少ない現状を考えても、再検討再検討再検討再検討のののの必要性必要性必要性必要性をををを

　　　例えば、社会資本マネジメントを進める場合 　感感感感じじじじ動議動議動議動議をををを提議提議提議提議し、総務常任委員会総務常任委員会総務常任委員会総務常任委員会としてとしてとしてとして再検討再検討再検討再検討

　　も、その地域施設は本当に必要なのか、その場 　をををを要請要請要請要請するするするする付帯決議付帯決議付帯決議付帯決議のののの採択採択採択採択をををを求求求求めましためましためましためました。

　　所に、その規模が適当なのか等を住民参加で公 　　委員会では全会一致で採択され、その後の本会
　　
　　共施設のあり方を考えることや、公共交通につ 　議でも付帯決議の付いた予算案が賛成多数で可決

　　いても、地域住民が運営主体となってデマンド 　されました。

　　バス事業を行うなどといった他市の事例もあり

　　ます。それには「「「「おおおお任任任任せせせせ民主主義民主主義民主主義民主主義」」」」からからからから脱脱脱脱してしてしてして

　　自治体自治体自治体自治体とととと住民住民住民住民のののの関係関係関係関係をををを再構築再構築再構築再構築するするするするという意識に
　　
　　基づいた「参加型民主主義の新たな取組み」が

　　必要です。「自治基本条例」などはまさに「参

　　加型民主主義の新たな取組み」といえますが、

　　川越市では全庁的な職員の意識づけが図れてお

　　らず、何のための取組みかという共通認識もこ 　　

　　れからつくっていこうという段階です。 　

　　   統計データの中心を表す値としては、よく用

　   いられる「平均」以外にも「中央値」「最頻値」

　　があります。中央値とは、データを小さいもの 　　中央値中央値中央値中央値はははは１１１１つのつのつのつの突出突出突出突出したしたしたした数値数値数値数値にににに左右左右左右左右されずされずされずされず、外

　　から大きい順に並べたときに真ん中に位置する 　れ値を含む経済統計では、データの特性をつかみ

　　値で、今回は市でもこの中央値の考え方を取り 　やすい値ですが、川越市川越市川越市川越市ではではではでは数数数数あるあるあるある統計資料統計資料統計資料統計資料のののの中中中中

　　入れるべきと提言しました。 　にににに一一一一つとしてつとしてつとしてつとして中央値中央値中央値中央値のののの掲載掲載掲載掲載はありませんでしたはありませんでしたはありませんでしたはありませんでした。

　　   例えば、10世帯の平均所得を調べる時、5世 　環境調査や施設の利用状況調査などでは、中央値

　　帯が400万円で5世帯が500万円なら平均値も 　を使うことは有効であり、他市の例を示し、平均

　　中央値も450万円です。9世帯が200万円で、 　値と併記する方法もあると提案し、実態実態実態実態にににに即即即即したしたしたした

　　1世帯が2700万円でも平均値は450万円です 　数値数値数値数値のののの示示示示しししし方方方方をををを意識意識意識意識すべきとすべきとすべきとすべきと、、、、考考考考ええええ方方方方のののの転換転換転換転換をををを求求求求

　　が、中央値では200万円になります。 　めましためましためましためました。

　　　ここで重要なのが所得を調べた目的です。も 　　答弁では、中央値の方が実態に即している場合

　　し10世帯の住人がおおよそどのくらいの年収で 　があると認め、平均値と中央値

　　あるかを掴みたいのであれば、平均値より中央 　を併記するよう統計資料の作成

　　値の方が実態を表すには適しているといえます。 　に努めるとの答えでした。

　　　中央値について、データ量が多いと並び替え 　

　　が困難であるとの答弁もありましたが、コンピ

　　ューター化が進んだ現代において、このデメリ

　　ットはほぼ解消されたといえます。
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